
 

 
 

 

 

 

 

 

横浜市では、未利用公有地を活用し、環境との共生や子育て世代に優しい住宅地など、これからの郊外

住宅地のモデルを公民連携で創出する「公有地グリーン子育て街区整備」を進めています。 

横浜市と横浜市住宅供給公社が、第 1 弾となる「Green×Housing Project あゆみが丘」をスタート

し、令和 8 年 1 月に、エリア全体のマスタープラン（コンセプト、ランドスケープデザイン、配置計画等）の策

定を行うマスターアーキテクトを含む事業予定者の公募を開始しました。 

その結果、７グループから応募があり、「Green×Housing Project あゆみが丘 公募選考委員会」

（委員長：芝浦工業大学建築学部建築学科 秋元孝之教授）での審査を経て、次のとおり、第 1 段階公募に

係るマスターアーキテクト等事業予定者を決定しましたので、お知らせします。 

 

１ 計画地概要及びマスターアーキテクト等事業予定者について 

所 在 地 横浜市都筑区あゆみが丘９ 

敷 地 面 積 5,969 ㎡ 
  

マスターアーキテクト等 

事 業 予 定 者 

構成員 

 
【マスターアーキテクト】 

有限会社小泉アトリエ一級建築士事務所（中区）  

・マスタープランの作成 

・第 1 エリア※の建築設計 

 
【グループ代表者】 

工藤建設株式会社（青葉区） 

・第 1 エリア※の建築工事 

・全体の造成工事 

 株式会社ワイエムプラン（青葉区） ・造成設計 

協力者  

 ステップチェンジ株式会社（中区） 
・コミュニティ形成 

・エネルギー関連 

 株式会社スタジオ・ゲンクマガイ（中区） ・ランドスケープデザイン 

※マスタープランに基づき、全体を３つのエリアに区分して、建築設計・施工を行います。第２・第３エリアの事業者は別途公
募します。 

 

２ 公募経緯（主催：横浜市住宅供給公社） 

令和８年１月１３日 募集要項公表（第 1 段階） 

５月１５日 提案書受付（応募７グループ） 

６月 ９日 公募選考委員会による１次審査 

（３グループ選定） 

６月２３日  公募選考委員会による２次審査 

（１グループ選定） 

７月 ２日   応募者へ選考結果の通知 

令和 ８ 年７ 月 1 6 日 
横 浜 市 建 築 局 住 宅 部 
横 浜 市 住 宅 供 給 公 社 

記 者 発 表 資 料 

公有地グリーン子育て街区整備 第１弾がスタート！ 

～「Green×Housing Project あゆみが丘」 

第 1 段階公募に係るマスターアーキテクト等事業予定者が決定～ 

裏面あり 



 

 
 

３ イメージパース（抜粋） 

 
 

 

４ 選定について 

(１)選定方法 

「Green×Housing Project あゆみが丘 公募選考委員会」により、以下、「（３）評価の視点」に

ついて審査したうえで、最も優れた提案を行った者を事業予定者としました。 

（２）公募選考委員 名簿                                            （敬称略） 

委員長 芝浦工業大学 建築学部建築学科 教授 秋元
あ き も と

 孝之
た か し

 

委員 東北芸術工科大学デザイン工学部建築・環境デザイン学科 教授 竹内
た け う ち

 昌
ま さ

義
よ し

 

委員 横浜国立大学大学院 都市イノベーション研究院  

都市イノベーション部門 教授 
吉田
よ し だ

 聡
さとし

 

委員 横浜市建築局 住宅部長 榊原
さ かき ばら

 純
じ ゅん

 

委員 横浜市建築局住宅部 住宅地再生担当部長 村上
む ら か み

 まり子 

委員 横浜市住宅供給公社 専務理事 長島
な が し ま

 則夫
の り お

 

委員 横浜市住宅供給公社街づくり事業部 事業部長 加藤
か と う

 一策
い っ さ く

 

(３)評価の視点 

ア マスタープラン等について 

〇脱炭素社会・循環型社会の実現を目指す住宅街区の整備 

〇身近な体験を通じた普及啓発及び新たなライフスタイルの実験的な取り組み 

〇地域・多世代コミュニティ形成、子育て世代の流入促進 

〇地域防災機能の更なる向上 

イ 費用に関する事項 

※計画概要・イメージパースは、事業提案時のものであり、今後、変更する可能性があります。 
（イメージパースは、応募書類から転載したものであり、応募書類の著作権は、応募者に帰属します。） 

次頁あり 



 

 
 

(４)選定理由 

本提案は、「みんなの樹を囲む住宅地」というコンセプトのもと、2 戸分の敷地をクランク状に区画し、

採光・通風・プライバシーを確保しながら、住戸間に豊かな緑化空間を生み出している点を評価しまし

た。3 軒程度で「みんなの樹」を囲む構成や、「丘のみち」によって多世代が歩き、集い、健康的に交流で

きる環境を形成し、「まち全体での子育てしやすい環境の実現」に取り組んでいる点も評価しました。 

また、建設発生材のリユース、雨水のシェア、防災井戸や共用蓄電池等の分散配置など、循環型社会

の実現や防災機能の強化に向けた提案も評価しました。一方で、植栽の維持管理、滑り台の安全性、ビ

ルトインガレージの事業性への影響、リユース設備の実効性や維持管理については、今後十分な検討が

必要です。 

総じて、「みんなの樹」を媒介に、緑、健康、交流、防災、循環型の暮らしを結びつけた計画であり、事

業実現に向けた真摯な姿勢も認められたことから、最優秀提案として選定しました。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

 第 1 段階公募事業者 第 2 段階公募事業者 

令和 8 年度 
事業予定者決定、協定締結 

マスタープラン作成、造成・広場等設計 
 

令和 9 年度 
造成・広場等設計、造成工事、 

建築設計（第 1 エリア） 

事業者公募・決定 

建築設計（第 2・第 3 エリア） 

令和 10 年度 
建築工事（第 1 エリア） 建築工事（第 2・第 3 エリア） 

まちびらき 

 

【参考】事業スキームイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

公有地グリーン子育て街区整備について 

事業予定者の公募・選定について 

：横浜市建築局住宅再生課担当課長 

：横浜市住宅供給公社 街づくり事業課長  

佐藤 Tel 045-671-4458 

山田 Tel 045-451-7741 

今回の公募はこちら 

今回選定 今回選定 


